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平
成
二
十
三
年 

第
四
回 

青
森
市
教
育
委
員
会
定
例
会 

会
議
録 

 

一 
開
会
日
時 

平
成
二
十
三
年
四
月
二
十
五
日
（
月
）
午
後
三
時 

 

二 

閉
会
日
時 
平
成
二
十
三
年
四
月
二
十
五
日
（
月
）
午
後
三
時
三
十
一
分 

 

三 

会
議
開
催
の
場
所 
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
四
階 

第
二
研
修
室 

 

四 

出
席
委
員 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

栁 

谷 

章 

二 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鎌 

田 

愼 

也 

西 

村 

惠
美
子 

平 

出 

道 

雄 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

月 

永 

良 

彦 

 

五 

欠
席
委
員 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

土  

田  

美 

貴 

  

六 

事
務
局
出
席
職
員 

         

教
育
部
長 

 
 
 
 
 
 
 
 

小
野
寺 

 
 

晃 

理
事 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

板 

垣 
 
 

肇 

教
育
次
長 

 
 
 
 
 
 
 
 

金 

澤 
 
 

保 

教
育
次
長 

 
 
 
 
 
 
 
 

成 

田 

一
二
三 

浪
岡
教
育
事
務
所
長 

 
 
 
 

和 

田 

比
呂
志 

学
習
環
境
調
整
監 

 
 
 
 
 

塩 

崎 

章 

悦 

総
務
課
長 

 
 
 
 
 
 
 
 

岸 

田 

耕 

司 

参
事
社
会
教
育
課
長
事
務
取
扱 
舘 
田 

一 

弥 

   

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長 

 
 

加 

藤 

文 

男 

中
央
市
民
セ
ン
タ
ー
館
長 

  

齋 

藤 
 
 

実 

文
化
財
課
長 

 
 
 
 
 
 
 

吉 

田 
 
 

亘 

市
民
図
書
館
長 

 
 
 
 
 
 

今 
 
 

牧 

彦 

学
務
課
長 

 
 
 
 
  
 
 

山 

谷 

尚 

史 

学
校
給
食
課
長 

 
 
 
 
 
 

本 

間 

昭 

彦 

指
導
課
長 

 
 
 
 
  
 
 

伴 
 
 

孝 

文 

浪
岡
教
育
事
務
所
教
育
課
長 

 

鳴 

海 

雄 

大 
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七 
会
議
に
付
議
さ
れ
た
案
件 
（
一
）
議 

事 

議
案
第
十
九
号 

 

臨
時
に
代
理
し
処
理
し
た
事
項
の
承
認
に
つ
い
て 

議
案
第
二
十
号 

 

青
森
市
文
化
会
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
施
行
期
日
を
定
め
る
規
則
の
制
定
に
つ
い
て 

議
案
第
二
十
一
号 

教
育
長
の
財
団
法
人
青
森
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
公
社
理
事
の
兼
職
の
承
認
に
つ
い
て 

 

（
二
）
報 

告 

（
一
） 
「
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
年
）
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
」
発
生
に
伴
う
教
育
委
員
会
に
お
け
る
被
害
状
況
と
対
応
に
つ
い
て 

（
二
） 

小
・
中
学
校
の
耐
震
補
強
工
事
等
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て 

（
三
） 

青
森
市
小
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
等
整
備
運
営
事
業
に
関
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
変
更
に
つ
い
て 

（
四
） 

中
部
学
校
給
食
共
同
調
理
場
に
お
け
る
異
物
混
入
に
つ
い
て 

 

八 

会
議
録
署
名
委
員 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

西 

村 

惠
美
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

月 

永 

良 

彦 

 

九 

会
議
の
大
要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

午
後
三
時
に
委
員
長
が
開
会
を
宣
言
す
る
。
会
期
を
一
日
と
し
、
会
議
録
署
名
委
員
を
前
項
八
の
と
お
り
指
名
す
る
。 

議
案
第
十
九
号
か
ら
議
案
第
二
十
一
号
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
、
原
案
の
と
お
り
決
定
す
る
。 

事
務
局
か
ら
四
件
の
報
告
を
し
、
平
成
二
十
三
年
第
五
回
定
例
会
の
日
程
を
調
整
し
閉
会
し
た
。 

 

十 

会
議
の
状
況 

  
 
 

（
一
） 
 

議 
 
 
 
 

事 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

そ
れ
で
は
議
事
に
入
り
ま
す
。 
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議
案
第
十
九
号
「
臨
時
に
代
理
し
処
理
し
た
事
項
の
承
認
に
つ
い
て
」
事
務
局
か
ら
説
明
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

―
―
―
― 

教
育
部
長
か
ら
説
明 

―
―
―
― 

議
案
第
十
九
号 

臨
時
に
代
理
し
処
理
し
た
事
項
の
承
認
に
つ
い
て
、
御
説
明
い
た
し
ま
す
。 

 

「
青
森
市
事
務
の
専
決
等
に
関
す
る
規
程
」
が
一
部
改
正
さ
れ
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
規
程
の
改
正
に
よ
り
、
市
長
事
務
部
局
に
お
け
る
事
務
に
お
い
て
専
決
者
の
区
分
が
一
部
引
き
下
げ
に
な
り
、
事
務
の
簡
素
化
が

図
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

教
育
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
も
同
様
の
趣
旨
で
、
事
務
の
簡
素
化
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
加
え
て
、
青
森
市
奨
学
金

貸
与
条
例
及
び
同
施
行
規
則
の
施
行
に
伴
う
専
決
事
項
に
つ
い
て
の
条
文
の
整
理
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
こ
と
か
ら
、
当
該
規
程
の
一
部

を
改
正
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

当
該
規
程
の
改
正
に
当
た
っ
て
は
、
平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
八
日
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
平
成
二
十
三
年
第
三
回
教
育
委
員
会
定
例

会
に
お
い
て
、
御
審
議
い
た
だ
く
予
定
で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
同
月
十
一
日
の
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
の
発
生
に
伴
い
、
市
長
事
務
部

局
の
改
正
作
業
が
三
月
下
旬
ま
で
ず
れ
込
ん
だ
た
め
、
御
提
案
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
当
該
規
程
の
改
正

は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
以
降
の
事
務
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
規
定
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
同
日
に
施
行
す
る
必
要
が
ご

ざ
い
ま
し
た
こ
と
か
ら
、「
青
森
市
教
育
委
員
会
教
育
長
に
対
す
る
事
務
委
任
規
則
」
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
教
育
長
が
臨
時
に

代
理
し
処
理
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
れ
を
報
告
し
、
承
認
を
求
め
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

主
な
改
正
点
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
配
付
資
料
「
青
森
市
教
育
委
員
会
事
務
の
専
決
等
に
関
す
る
規
程
新
旧
対
照
表
」
一
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。 

「
別
表
第
一
（
第
三
条
関
係
）
カ 

支
出
関
係
事
務
（
各
課
等
）」
及
び
三
ペ
ー
ジ
「
別
表
第
四
（
第
三
条
関
係
）
カ 

支
出
関
係
事
務
」

に
お
い
て
、
専
決
事
項
、「
償
還
金
、
利
子
及
び
割
引
料
」
と
「
積
立
金
」
の
項
目
に
つ
い
て
、
支
出
負
担
行
為
の
際
の
専
決
者
を
教
育
部

長
、
ま
た
は
浪
岡
教
育
事
務
所
長
か
ら
課
長
、
ま
た
は
教
育
課
長
と
規
定
し
て
お
り
ま
す
。 

次
に
二
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

学
務
課
の
専
決
事
項
で
あ
り
ま
す
「
別
表
第
二
（
第
三
条
関
係
）
各
課
固
有
事
務
」
及
び
教
育
課
の
専
決
事
項
で
あ
り
ま
す
四
ペ
ー
ジ

「
別
表
第
三
（
第
三
条
関
係
）
キ 

学
務
関
係
事
務
」
に
お
い
て
、
条
文
の
整
理
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
中
で
、
別
表
に
相
違
が
あ
る
点
が
二
点
あ
り
、
そ
の
一
点
目
と
し
て
は
、
奨
学
資
金
貸
付
の
決
定
事
務
に
つ
い
て
は
、
学
務
課
に
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お
い
て
、
集
中
的
に
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
こ
と
か
ら
、
学
務
課
の
専
決
事
項
と
し
て
、「
一 

貸
付
の
決
定
」
を
規
定
し
て
お
り
ま
す
。 

二
点
目
と
し
て
は
、
浪
岡
地
区
に
適
用
し
て
い
た
旧
規
定
に
基
づ
き
奨
学
金
を
貸
与
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
、
本
人
の
申
し
出
な
ど

に
よ
り
、
奨
学
金
を
減
額
ま
た
は
停
止
す
る
必
要
が
生
じ
た
際
、
決
定
金
額
の
減
額
の
手
続
き
が
発
生
す
る
こ
と
か
ら
、
教
育
課
の
専
決

事
項
と
し
て
、「
三 

貸
付
け
の
決
定
金
額
の
減
額
」
を
規
定
し
て
お
り
ま
す
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

た
だ
い
ま
の
事
務
局
の
説
明
に
つ
い
て
、
御
意
見
、
御
質
問
等
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。 

 

平
出
委
員 

 
 
 
 

支
出
負
担
行
為
額
二
百
万
円
未
満
と
い
う
ラ
イ
ン
は
、
か
わ
ら
な
い
ん
で
す
か
。 

 

総
務
課
長 

 
 
 
 

支
出
負
担
行
為
は
全
て
課
長
の
専
決
に
な
り
ま
す
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

そ
の
他
、
御
意
見
、
御
質
問
等
が
な
け
れ
ば
、
議
案
第
十
九
号
に
つ
い
て
、
原
案
の
と
お
り
決
定
し
て
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

―
―
―
― 

各
委
員
了
承 
―
―
―
― 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

御
異
議
が
な
い
よ
う
で
す
の
で
、
原
案
ど
お
り
決
定
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

次
に
、
議
案
第
二
十
号
「
青
森
市
文
化
会
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
施
行
期
日
を
定
め
る
規
則
の
制
定
に
つ
い
て
」
事
務
局
か
ら
説
明

を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

―
―
―
― 

理
事
か
ら
説
明 

―
―
―
― 

議
案
第
二
十
号 

青
森
市
文
化
会
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
施
行
期
日
を
定
め
る
規
則
の
制
定
に
つ
い
て
、
御
説
明
申
し
上

げ
ま
す
。  

本
議
案
は
、
先
の
平
成
二
十
三
年
第
一
回
青
森
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
可
決
さ
れ
、
公
布
さ
れ
ま
し
た
、「
青
森
市
文
化
会
館
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
の
施
行
期
日
を
定
め
る
た
め
、
規
則
を
制
定
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。  

当
該
条
例
に
お
い
て
、
文
化
会
館
に
新
た
に
設
置
い
た
し
ま
す
「
展
示
室
」
の
使
用
料
の
額
等
を
定
め
て
お
り
ま
す
が
、
条
例
制
定
時
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に
は
、
当
該
展
示
室
は
工
事
中
で
あ
り
ま
し
た
こ
と
か
ら
、
当
該
施
設
の
供
用
開
始
日
が
決
定
で
き
な
い
状
況
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
同
条
例
附
則
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
供
用
開
始
日
は
、
別
途
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
し
た
。 

展
示
室
の
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、三
月
十
一
日
発
生
し
ま
し
た
東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
ま
し
て
、資
材
調
達
が
困
難
と
な
り
、

や
む
な
く
工
期
を
延
長
し
ま
し
た
が
、
本
日
、
現
場
の
引
渡
し
が
完
了
い
た
し
ま
し
た
こ
と
か
ら
、
市
民
の
皆
様
に
少
し
で
も
早
く
施
設

を
御
利
用
い
た
だ
く
た
め
、
供
用
開
始
日
を
平
成
二
十
三
年
四
月
二
十
九
日
と
す
る
こ
と
と
し
、
本
規
則
に
お
き
ま
し
て
同
条
例
の
施
行

期
日
を
同
日
と
定
め
る
た
め
、
提
案
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

た
だ
い
ま
の
事
務
局
の
説
明
に
つ
き
ま
し
て
、
御
意
見
、
御
質
問
等
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

な
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、
議
案
第
二
十
号
に
つ
い
て
、
原
案
の
と
お
り
決
定
し
て
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

―
―
―
― 

各
委
員
了
承 

―
―
―
― 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

御
異
議
が
な
い
よ
う
で
す
の
で
、
原
案
ど
お
り
決
定
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

次
に
、
議
案
第
二
十
一
号
「
教
育
長
の
財
団
法
人
青
森
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
公
社
理
事
の
兼
職
の
承
認
に
つ
い
て
」
事
務
局
か
ら
説
明
を
お
願

い
し
ま
す
。 

 

―
―
―
― 

理
事
か
ら
説
明 

―
―
―
― 

議
案
第
二
十
一
号 

教
育
長
の
財
団
法
人
青
森
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
公
社
理
事
の
兼
職
の
承
認
に
つ
き
ま
し
て
、
御
説
明
い
た
し
ま

す
。 財
団
法
人
青
森
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
公
社
理
事
長
よ
り
、
同
公
社
理
事
に
就
任
し
て
お
り
ま
す
月
永
教
育
長
が
、
平
成
二
十
三
年
三

月
三
十
一
日
を
持
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
こ
と
に
伴
い
、
平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
八
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
同
公
社
評
議
員
会
に
お
き

ま
し
て
、
引
き
続
き
理
事
と
し
て
就
任
の
依
頼
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

理
事
へ
の
就
任
の
取
り
扱
い
に
つ
き
ま
し
て
は
、
教
育
公
務
員
特
例
法
第
十
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
教
育
委
員
会
の
承
認
を
得
る
必

要
が
あ
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
本
定
例
会
に
議
案
と
し
て
提
出
し
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 
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新
た
な
任
期
に
つ
き
ま
し
て
は
、
承
認
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。 

 

委 

員 
長 

 
 
 
 

た
だ
い
ま
の
事
務
局
の
説
明
に
つ
き
ま
し
て
、
御
意
見
、
御
質
問
等
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

な
い
よ
う
で
れ
ば
、
議
案
第
二
十
一
号
は
、
原
案
の
と
お
り
決
定
し
て
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。 

 
―
―
―
― 

各
委
員
了
承 

―
―
―
― 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

御
異
議
が
な
い
よ
う
で
す
の
で
、
原
案
ど
お
り
決
定
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。 

  
 
 

（
二
） 

 

報 
 
 
 
 

告 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

次
に
、
報
告
事
項
に
入
り
ま
す
。
本
日
の
報
告
事
項
は
四
件
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

は
じ
め
に
、（
一
）「
平
成
二
十
三
年
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
」
発
生
に
伴
う
教
育
委
員
会
に
お
け
る
被
害
状
況
と
対
応
に
つ
い
て
」
事
務
局
か

ら
説
明
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

―
―
―
― 

総
務
課
長
か
ら
説
明 

―
―
―
― 

報
告
（
一
）「
平
成
二
十
三
年
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
」
発
生
に
伴
う
教
育
委
員
会
に
お
け
る
被
害
状
況
と
対
応
に
つ
い
て
、
御
報
告

い
た
し
ま
す
。 

お
手
元
の
報
告
（
一
）
配
布
資
料
を
ご
覧
下
さ
い
。 

ま
ず
、「
（
一
）
三
月
十
一
日
午
後
二
時
四
十
六
分
頃
、
発
生
し
た
地
震
へ
の
対
応
」
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

前
回
、
第
三
回
教
育
委
員
会
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
、
御
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
復
旧
状
況
を
入
れ
、
改
め
て
整
理

し
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

被
害
状
況
・
復
旧
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
前
回
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
も
の
は
、
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
の
復
旧
状
況
に

つ
い
て
御
報
告
い
た
し
ま
す
。 

そ
の
後
の
復
旧
状
況
に
つ
い
て
は
、
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
を
引
い
て
お
り
ま
す
が
、
ま
ず
、
市
民
図
書
館
に
つ
き
ま
し
て
は
、
八
階
部
分
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の
蛍
光
灯
六
十
機
が
破
損
し
、
以
降
八
階
部
分
を
閉
鎖
し
て
開
館
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
修
理
が
完
了
し
た
こ
と
に
よ
り
、
四
月
十
五
日

（
金
）
か
ら
は
八
階
部
分
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
教
育
委
員
会
所
管
施
設
に
つ
き
ま
し
て
も
、
地
震
災
害
の
影
響
に
よ
る
重
油
等
の
燃
料
不
足
か
ら
、
運
営
が
困
難
な
状
況
で
あ

る
こ
と
に
鑑
み
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
日
な
ど
特
別
な
事
情
を
除
き
、
四
月
十
五
日
（
金
）
ま
で
休
館
、
ま
た
は
、
開
館
時
間
の
短
縮
の
措
置

を
講
じ
て
お
り
ま
し
た
が
、
四
月
十
六
日
（
土
）
か
ら
は
全
施
設
に
お
い
て
通
常
ど
お
り
の
開
館
時
間
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

次
に
、
去
る
、
四
月
七
日
（
木
）
深
夜
、
午
後
十
一
時
三
十
分
頃
、
震
度
四
の
地
震
の
発
生
に
伴
う
被
害
状
況
と
対
応
に
つ
い
て
で
あ

り
ま
す
が
、
教
育
委
員
会
で
は
直
ち
に
、
青
森
市
教
育
委
員
会
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
施
設
設
備
の
被
害
状
況
の
把
握
と
対
応
策
に

つ
い
て
検
討
し
た
結
果
、
施
設
へ
の
影
響
は
特
に
な
か
っ
た
も
の
の
、
市
内
全
域
が
停
電
と
な
っ
た
こ
と
を
受
け
、
児
童
生
徒
の
安
全
を

確
保
す
る
た
め
に
、
四
月
八
日
（
金
）
は
臨
時
休
業
の
措
置
を
講
じ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。 
ま
た
、
給
食
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
地
震
に
伴
う
停
電
に
よ
り
、
冷
凍
食
品
の
確
保
が
困
難
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
た
め
、
四
月

十
一
日
（
月
）
の
給
食
を
停
止
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
電
力
が
復
旧
し
た
こ
と
か
ら
、
翌
十
二
日
（
火
）
か
ら
給
食
を
再
開
し
た
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

な
お
、
中
学
校
給
食
つ
き
ま
し
て
は
、
二
種
類
の
献
立
か
ら
給
食
を
選
ぶ
選
択
メ
ニ
ュ
ー
制
で
実
施
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
震
災
の
影

響
に
よ
り
、
給
食
食
材
の
種
類
や
流
通
量
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
年
一
学
期
に
つ
い
て
は
、
選
択
メ
ニ
ュ
ー
制
を
一
時
休
止
し
、

一
種
類
の
献
立
に
よ
り
給
食
を
実
施
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。 

次
に
、
資
料
二
ペ
ー
ジ
、
三
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

青
森
市
で
は
、
震
災
発
生
か
ら
一
ヶ
月
を
経
過
し
た
現
在
、
こ
れ
ま
で
の
緊
急
的
・
応
急
的
な
対
応
に
加
え
て
、
中
長
期
的
な
視
点
に

立
っ
た
恒
常
的
・
継
続
的
な
対
応
・
取
り
組
み
を
図
る
た
め
「
青
森
市
の
「
東
日
本
大
震
災
」
へ
の
対
応
方
針
」
を
策
定
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
緊
急
を
要
す
る
物
的
支
援
な
ど
を
中
心
に
、
緊
急
的
・
応
急
的
な
被
災
地
・
被
災
者
へ
の
支
援
な
ど
を
主
に
行
っ
て
参
り
ま
し
た

が
、
今
後
は
避
難
者
の
受
入
れ
や
被
災
地
へ
の
人
員
の
派
遣
な
ど
の
恒
常
的
・
継
続
的
な
対
応
に
加
え
て
、
震
災
に
よ
り
、
直
接
及
び
間

接
的
に
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
本
市
経
済
の
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。 

本
対
応
方
針
を
ま
と
め
る
に
当
た
り
、
現
時
点
で
、
こ
れ
ま
で
対
応
済
の
も
の
や
、
こ
れ
ま
で
に
着
手
し
て
現
在
も
継
続
中
の
も
の
、

更
に
は
今
後
取
り
組
み
が
想
定
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
、個
別
の
取
組
項
目
と
し
て
、「
被
災
地
・
被
災
者
支
援
」、「
避
難
者
受
入
れ
支
援
」、

「
本
市
経
済
・
産
業
対
策
」
の
三
つ
の
柱
（
ア
ク
シ
ョ
ン
）
に
分
類
・
整
理
し
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。 

資
料
四
ペ
ー
ジ
、
五
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

教
育
委
員
会
で
の
個
別
取
組
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
避
難
者
受
入
れ
支
援
」
の
中
に
掲
げ
て
お
り
、「
個
別
取
組 

内
容
票
」
を
添
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付
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
被
災
に
よ
り
、
市
内
の
小
・
中
学
校
に
通
学
す
る
児
童
生
徒
及
び
そ
の
保
護
者
の
受
入
れ
支
援
と

い
た
し
ま
し
て
、「
転
校
手
続
き
の
簡
素
化
」
と
「
就
学
援
助
、
教
育
相
談
及
び
学
用
品
等
の
支
援
」
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

ま
ず
、「
転
校
手
続
き
の
簡
素
化
」に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、被
災
地
よ
り
本
市
へ
避
難
さ
れ
て
き
た
児
童
生
徒
の
受
入
れ
に
つ
い
て
、

通
常
必
要
と
さ
れ
て
い
る
前
の
学
校
の
「
在
学
証
明
書
」
が
な
く
と
も
、
転
校
手
続
き
が
で
き
る
よ
う
、
転
校
手
続
き
の
簡
素
化
を
図
っ

て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
四
月
十
二
日
に
お
き
ま
し
て
、
小
学
校
で
十
八
校
、
三
十
名
、
中
学
校
で
五
校
、
七
名
の
計
三
十
七
名
を

受
け
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

次
に
、「
就
学
援
助
、
教
育
相
談
及
び
学
用
品
等
の
支
援
」
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
就
学
援
助
の
実
施
や
転
校
し
て
き
た
児
童
生
徒

の
心
の
ケ
ア
に
つ
い
て
の
教
育
相
談
に
応
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
、
制
服
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ウ
ェ
ア
、
ラ
ン
ド
セ
ル
や
学
用
品

に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
内
小
・
中
学
校
の
保
護
者
の
協
力
に
よ
り
、
卒
業
生
が
使
用
し
て
い
た
物
品
等
の
提
供
を
受
け
、
児
童
生
徒
へ
配

布
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

幸
い
に
も
今
回
の
地
震
発
生
に
伴
う
児
童
生
徒
の
ケ
ガ
等
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
未
だ
余
震
が
続
く
中
、
教
育
委
員
会
事
務
局

と
し
て
は
、
今
後
も
児
童
生
徒
、
さ
ら
に
は
施
設
利
用
者
の
安
全
確
保
に
万
全
を
期
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

た
だ
い
ま
の
報
告
に
つ
き
ま
し
て
、
御
意
見
、
御
質
問
等
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。 

 

西
村
委
員 

 
 
 
 

今
回
の
震
災
に
関
す
る
様
々
な
取
り
組
み
に
関
し
て
、
対
応
が
非
常
に
う
ま
く
い
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
風
に
受
け
止
め
ま
し
た
が
、

給
食
の
食
材
に
つ
い
て
、
冷
凍
食
品
の
確
保
が
困
難
な
た
め
と
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
関
す
る
損
害
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
の
か
。 

ま
た
、
青
森
市
に
転
校
し
て
来
ら
れ
た
児
童
生
徒
の
皆
さ
ま
の
個
別
の
相
談
の
受
け
入
れ
は
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
在
校
生
に
対
す
る
災
害
に
関

す
る
相
談
の
受
け
入
れ
は
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

  

学
校
給
食
課
長 
 
 

冷
凍
食
品
等
の
損
害
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
大
体
二
百
万
程
度
の
損
害
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
冷
凍
食
品
な
ど
搬
入
し
て
い
た
だ
い
て
、
変
更
で
き
な

い
も
の
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
れ
ら
に
関
す
る
損
害
額
は
、
大
体
二
百
万
程
度
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

指
導
課
長 
 
 
 
 

災
害
に
お
け
る
子
ど
も
た
ち
の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
配
置
さ
れ
て
い
る
各
学
校
か
ら
近
隣
の
学
校
へ
ま
わ
し
な
が
ら

希
望
が
あ
る
と
こ
ろ
に
、
随
時
、
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
在
校
生
に
関
し
て
も
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
配
置
校
に
関
し
て
は
行
っ
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て
い
ま
す
が
、
そ
の
他
希
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
こ
れ
か
ら
校
長
会
等
で
説
明
し
な
が
ら
、
随
時
、
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

西
村
委
員 

 
 
 
 

そ
の
辺
に
関
す
る
配
慮
も
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

指
導
課
長 

 
 
 
 

早
速
、
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

そ
の
他
、
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

な
け
れ
ば
、
次
、（
二
）「
小
・
中
学
校
の
耐
震
補
強
工
事
等
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
」
事
務
局
か
ら
報
告
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

―
―
―
― 

総
務
課
長
か
ら
説
明 

―
―
―
― 

小
中
学
校
の
耐
震
診
断
補
強
工
事
等
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
御
報
告
い
た
し
ま
す
。 

教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、耐
震
診
断
の
結
果
を
踏
ま
え
、速
や
か
に
耐
震
補
強
工
事
を
実
施
し
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

平
成
二
十
二
年
度
ま
で
に
は
、
耐
震
補
強
工
事
等
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
三
十
七
校
の
う
ち
、
約
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
二
十
六
校
の
耐
震

補
強
工
事
を
完
了
し
て
お
り
ま
す
。 

特
に
、
平
成
二
十
二
年
度
は
、
耐
震
補
強
工
事
の
加
速
化
を
図
り
、
十
九
校
の
工
事
を
完
了
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

平
成
二
十
三
年
度
事
業
完
了
四
校
及
び
着
手
校
四
校
、
具
体
的
に
は
資
料
の
中
段
、
残
り
十
一
校
の
対
応
の
と
こ
ろ
に
記
載
し
て
お
り

ま
す
が
、
平
成
二
十
三
度
に
工
事
が
完
了
す
る
学
校
は
、
橋
本
小
学
校
、
長
島
小
学
校
、
甲
田
小
学
校
及
び
千
刈
小
学
校
の
四
校
と
な
っ

て
お
り
、
平
成
二
十
三
年
度
に
事
業
に
着
手
す
る
学
校
は
、
横
内
小
学
校
の
屋
内
運
動
場
、
筒
井
中
学
校
の
屋
内
運
動
場
、
東
中
学
校
校

舎
と
金
沢
小
学
校
校
舎
の
四
校
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

こ
れ
ら
施
設
に
つ
い
て
も
、
早
期
の
完
了
を
目
指
し
、
鋭
意
作
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

な
お
、
平
成
二
十
三
年
度
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
学
校
を
含
め
ま
す
と
、
三
十
七
校
の
う
ち
、
三
十
四
校
と
な
り
、
九
二
パ
ー
セ
ン
ト
の

進
捗
状
況
と
な
っ
て
ご
ざ
い
ま
す
。 

次
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

平
成
二
十
三
年
度
に
お
い
て
、
耐
震
化
に
未
だ
着
手
し
て
い
な
い
学
校
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。 

小
柳
小
学
校
屋
内
運
動
場
及
び
校
舎
の
一
部
、
浅
虫
小
学
校
校
舎
及
び
久
栗
坂
小
学
校
校
舎
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 
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そ
の
理
由
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

小
柳
小
学
校
に
つ
き
ま
し
て
は
、
校
舎
が
建
設
後
三
十
八
年
経
過
し
、
屋
内
運
動
場
の
み
な
ら
ず
、
学
校
全
体
の
改
築
が
効
果
的
で
あ

り
ま
す
こ
と
か
ら
、
学
校
全
体
の
改
築
を
予
定
し
て
い
る
も
の
の
、
隣
接
す
る
県
・
市
の
公
営
住
宅
の
整
備
計
画
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

学
校
規
模
を
判
断
す
る
上
で
、
公
営
住
宅
の
整
備
計
画
の
動
向
を
見
極
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
早
期
に
改
築
に
着
手

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

浅
虫
小
学
校
及
び
久
栗
坂
小
学
校
に
つ
き
ま
し
て
は
、
複
式
学
級
で
も
あ
り
、
現
在
、
通
学
区
域
再
編
に
向
け
、
地
域
と
協
議
中
で
あ

る
た
め
、
そ
の
動
向
を
見
極
め
た
上
で
対
応
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

な
お
、
浅
虫
小
学
校
及
び
久
栗
坂
小
学
校
の
屋
内
運
動
場
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
二
十
二
年
度
に
お
い
て
、
耐
震
補
強
工
事
を
完
了

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

た
だ
い
ま
の
説
明
に
つ
き
ま
し
て
、
御
意
見
、
御
質
問
等
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。 

 

西
村
委
員 

 
 
 
 

未
着
手
の
と
こ
ろ
の
子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
安
全
に
関
す
る
防
災
の
訓
練
な
ど
、
そ
の
よ
う
な
も
の
は
特
別
行
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
一

般
的
に
は
行
わ
れ
ま
す
け
れ
ど
も
、
特
に
震
災
の
影
響
で
不
安
な
保
護
者
の
方
も
か
な
り
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
屋
内
運
動
場
の

授
業
中
な
ど
、
そ
の
よ
う
な
時
に
、
地
震
が
起
き
た
ら
と
い
う
こ
と
を
想
定
し
て
、
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
て
い
る
か
、
行
わ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
独

自
に
行
う
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。 

 

成
田
教
育
次
長 

 
 

こ
れ
ら
未
着
手
の
学
校
の
防
災
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
既
に
学
校
の
方
は
工
事
が
終
了
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
昨
年
の
夏
ぐ
ら
い
に
は
承

知
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
小
柳
小
学
校
に
つ
き
ま
し
て
は
、
体
育
館
以
外
は
安
全
と
い
う
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
し
、
浅
虫
、
久
栗
坂
に
つ
き
ま
し
て

は
、
体
育
館
は
少
な
く
と
も
工
事
が
完
了
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
両
校
と
も
に
小
規
模
校
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
非
難
に
さ
ほ
ど
時
間
も
要
し
な
い

だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
し
て
、
学
校
に
お
い
て
、
補
強
工
事
が
完
了
し
て
い
な
い
状
況
を
把
握
し
た
う
え
で
の
訓
練
と
い
う
も
の
を
考
え

て
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

  

委 

員 

長 
 
 
 
 

そ
の
他
、
御
質
問
、
御
意
見
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。 
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委 
員 

長 
 
 
 
 

次
に
移
り
ま
す
。（
三
）「
青
森
市
小
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
等
整
備
運
営
事
業
に
関
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
変
更
に
つ
い
て
」
事
務
局
か
ら
報
告
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

―
―
―
― 

学
校
給
食
課
長
か
ら
説
明 

―
―
―
― 

青
森
市
小
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
等
整
備
運
営
事
業
に
関
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
変
更
に
つ
い
て
御
説
明
い
た
し
ま
す
。 

青
森
市
小
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
等
整
備
運
営
事
業
に
つ
い
て
は
、
昨
年
十
一
月
十
七
日
の
本
定
例
会
に
お
い
て
事
業
の
実
施
方
針
と
要

求
水
準
書
（
案
）
に
つ
い
て
、
御
報
告
し
た
後
、
同
日
付
で
実
施
方
針
等
を
公
表
し
、
順
次
作
業
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。 

し
か
し
な
が
ら
、
三
月
十
一
日
に
発
生
し
ま
し
た
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
本
市
と
首
都
圏
や
仙
台
市
と
の
交
通
に
支
障
が
生
じ
た
こ

と
に
伴
っ
て
、
当
初
予
定
し
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
よ
る
会
議
や
入
札
説
明
書
等
に
関
す
る
参
加
希
望
事
業
者
へ
の
説
明
会
な
ど
の
実
施
が

困
難
な
状
態
と
な
り
ま
し
た
こ
と
か
ら
、
事
業
実
施
方
針
で
公
表
し
て
お
り
ま
し
た
事
業
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
う
ち
、「
特
定
事
業
の
選

定
・
公
表
」以
降
の
日
程
を
一
ヶ
月
か
ら
三
ヶ
月
程
度
延
期
す
る
こ
と
と
し
、お
手
元
に
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
資
料
の
中
の「
一
、

青
森
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
公
表
文
」
の
と
お
り
、
三
月
三
十
一
日
に
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
表
い
た
し
ま
し
た
。 

具
体
的
に
は
、
資
料
の
中
の
「
二
、
今
後
の
予
定
」
の
と
お
り
、
小
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
供
用
開
始
は
平
成
二
十
六
年
四
月
の
予
定

で
あ
る
こ
と
に
変
更
は
な
い
も
の
の
、
当
初
、
設
計
業
務
に
九
ヶ
月
、
計
画
通
知
等
に
係
る
業
務
に
三
ヶ
月
を
見
込
ん
で
お
り
ま
し
た
が
、

設
計
業
務
と
計
画
通
知
等
に
係
る
業
務
を
合
わ
せ
て
九
ヶ
月
と
す
る
こ
と
で
、約
３
か
月
分
の
遅
れ
を
取
り
戻
す
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。 

今
後
と
も
、
本
事
業
の
推
進
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
事
業
の
節
目
節
目
に
お
い
て
、
本
定
例
会
へ
御
報
告
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

た
だ
い
ま
の
説
明
に
つ
き
ま
し
て
、
御
意
見
、
御
質
問
等
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

な
け
れ
ば
、
次
、（
四
）「
中
央
部
学
校
給
食
共
同
調
理
場
に
お
け
る
異
物
混
入
に
つ
い
て
」
事
務
局
か
ら
報
告
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

―
―
―
― 

学
校
給
食
課
長
か
ら
説
明 

―
―
―
― 

中
央
部
学
校
給
食
共
同
調
理
場
に
お
け
る
異
物
混
入
に
つ
い
て
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。 

四
月
十
四
日
（
木
）、
浦
町
小
学
校
、
長
島
小
学
校
、
浜
田
小
学
校
に
お
い
て
、
中
央
部
学
校
給
食
共
同
調
理
場
で
調
理
し
た
給
食
の
「
キ

ャ
ベ
ツ
と
卵
の
ス
ー
プ
」
に
異
物
が
混
入
し
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 
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教
育
委
員
会
に
お
い
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
野
菜
調
理
機
の
刃
の
溝
に
つ
い
た
野
菜
く
ず
を
取
り
除
く
た
め
に
使
用
し
て
い
る
器
具
、

薄
い
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
板
に
テ
ー
プ
を
巻
い
た
手
製
の
器
具
で
す
が
、
こ
れ
が
切
断
さ
れ
た
状
態
で
ス
ー
プ
に
混
入
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

幸
い
に
も
児
童
に
は
怪
我
及
び
健
康
被
害
の
報
告
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
児
童
並
び
に
保
護

者
の
皆
様
に
多
大
な
御
迷
惑
と
御
心
配
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
こ
と
に
、
心
か
ら
お
詫
び
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。 

こ
の
度
の
異
物
混
入
の
原
因
は
、
野
菜
く
ず
を
取
り
除
く
た
め
の
器
具
を
、
四
月
十
三
日
の
調
理
作
業
終
了
後
に
所
定
の
場
所
に
返
却

せ
ず
、
野
菜
調
理
機
近
く
の
作
業
台
に
置
き
忘
れ
た
た
め
、
四
月
十
四
日
当
日
の
給
食
に
使
用
す
る
野
菜
と
一
緒
に
別
の
野
菜
調
理
機
で

カ
ッ
ト
さ
れ
、
ス
ー
プ
に
混
入
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、再
発
防
止
に
当
た
り
、調
理
器
具
等
の
保
管
及
び
作
業
前
と
作
業
後
の
周
辺
環
境
の
確
認
に
際
し
、

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
活
用
し
安
全
確
認
の
徹
底
を
図
る
こ
と
に
加
え
、
調
理
員
に
対
し
て
も
、
今
一
度
、
安
全
に
関
す
る
意
識
を
高
め
る

よ
う
指
導
す
る
な
ど
、
再
発
防
止
に
努
め
て
参
り
ま
す
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

た
だ
い
ま
の
説
明
に
つ
き
ま
し
て
、
御
意
見
、
御
質
問
等
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

な
け
れ
ば
、
そ
の
他
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

  
 
 

（
二
） 

 

そ 
 

の 
 

他 

 

委 

員 

長        

そ
の
他
。
事
務
局
か
ら
何
か
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。 

 

理 
 

事 
 
 
 

報
告
案
件
が
二
件
ご
ざ
い
ま
す
。
先
ほ
ど
西
村
委
員
か
ら
御
質
問
が
あ
り
ま
し
た
地
震
に
伴
う
冷
凍
食
品
の
損
害
の
件
で
す
が
、
手
元
に
資
料
が
ご

ざ
い
ま
し
た
の
で
、
再
度
、
正
確
な
数
字
を
申
し
上
げ
ま
す
。
冷
凍
食
品
を
含
め
た
様
々
な
食
材
の
損
害
額
は
、
青
森
地
区
と
浪
岡
地
区
を
合
わ
せ
て
、

約
三
百
万
で
ご
ざ
い
ま
す
。
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

報
告
事
項
に
移
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
先
ほ
ど
、
議
案
第
二
十
号
、
青
森
市
文
化
会
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
施
行
期
日
を
定
め
る
規

則
の
制
定
に
つ
い
て
、
御
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
伴
い
ま
し
て
、
当
該
文
化
会
館
の
展
示
室
に
お
い
て
、
来
る
四
月
二
十
九
日
か
ら
五
月

八
日
ま
で
、
青
森
市
が
所
蔵
す
る
棟
方
志
功
の
作
品
展
を
開
催
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 
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委 
員 
長 

 
 
 

そ
の
他
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。
な
け
れ
ば
、
次
回
の
定
例
会
に
つ
い
て
、
協
議
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

総
務
課
長 

 
 
 

次
回
の
定
例
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、
五
月
十
九
日
（
水
）、
午
後
三
時
か
ら
、
場
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
四
階
第
二
研
修
室
で
開

催
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

委
員
の
皆
様
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

 

―
―
―
― 
各
委
員
了
承 

―
―
―
― 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

御
異
議
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
次
回
は
、
五
月
十
九
日
（
水
）
と
い
た
し
ま
す
。 

 

委 

員 

長 
 
 
 
 

以
上
を
持
ち
ま
し
て
、
平
成
二
十
三
年
第
四
回
青
森
市
教
育
委
員
会
定
例
会
を
終
了
い
た
し
ま
す
。 
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平
成
二
十
三
年
四
月
十
六
日
開
催
の
平
成
二
十
三
年
第
二
回
青
森
市
教
育
委
員
会
定
例
会
の
会
議
録
を
作
成
し
た
。 

  
 
 

平
成
二
十
三
年
五
月
十
九
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

書 
 

記 
 
 

川 

村 
 
 

拓 

 

右
の
と
お
り
相
違
な
い
こ
と
を
認
め
署
名
す
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

  
 
 

平
成
二
十
三
年
六
月
二
十
九
日 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

署
名
委
員 

 
 

西 

村 

惠
美
子 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

署
名
委
員 

 
 

月 

永 

良 

彦 

 


